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【はじめに】 

 障害のある人もない人もお互いを尊重し支えあう共生社会を実現するため、障害を

理由とした「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的な配慮の提供」を求めること

などを定めた障害者差別解消法（以下、「法」という。）が平成２８年４月１日に施行

されました。また、令和３年６月４日には、それまで努力義務だった事業者による合

理的配慮の提供を義務づける等の改正も行われたところです。（令和６年４月１日施

行） 

帯広市では、法の施行に先立ち、障害のある人やその支援者をはじめ、市民や市職

員を対象にアンケート調査を実施し、「差別に関する事例」、や「配慮の好事例」など

を募集しました。 

この事例集は、その際に寄せられた事例や、帯広市が行った様々なアンケートで把

握した障害のある人への配慮の事例などのうち、代表的なものを掲載しています。（※

寄せられた事例を原則原文のまま使用していますが、固有名詞が含まれている場合な

どは一部修正しています。） 

 市民の方などが実際に体験した事例をお読みいただくことで、障害のある人は、ど

んな配慮を必要としているかを知り、自身の行動や組織の取り組みを考えるきっかけ

としていただきたいと考えます。 

 

 

【作成、更新の経過】 

平成 28 年１月 アンケート調査により把握した事例を集約し、事例集を作成。 

＜アンケート概要＞ 

調査期間 平成 27 年７月～８月 

調査対象 

・市民（調査用紙をホームページへ掲載、支所・コミセン等に配付） 

・当事者や支援者 

（帯広市地域自立支援協議会、帯広心身障害者（児）育成会等） 

  ・市役所職員 

調査項目 

・障害を理由とした差別等の事例（いやな思いをしたこと等） 

 ・配慮の好事例（良かった対応等） 

 ・提案（差別解消に向けた改善方法や、配慮、工夫をして欲しいこと） 

平成 30 年８月 事例追加（H29 帯広市地域自立支援協議会差別解消部会での共有事例） 

令和５年５月 事例（H30～R4 帯広市地域自立支援協議会差別解消部会での共有事例、第

三期帯広市障害者計画、第六期帯広市障害福祉計画、令和６年３月策定予定

の帯広市障害者計画・障害福祉計画の策定に係る市民アンケートにより把握

した事例）、用語や障害特性の説明、関連情報などを追加 
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この事例集では、上のように、障害特性と気をつけることの一部を紹介しています。 

同じ障害のある人でも、人によって状態が違い、必要な支援も違うので、どんな支援が必要

か、本人に確認することが大事です。 

「不当な差別的取扱いの禁止」とは？ 

法では、国・都道府県・市町村などの役所や、会社やお店などの事業者が、

障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として差別すること

を禁止しています。 

これを「不当な差別的取扱いの禁止」といいます。 

「合理的配慮の提供」とは？ 

障害のある人は、社会の中にあるバリアによって生活しづらい場合があり

ます。 

法では、国・都道府県・市町村などの役所や、会社やお店などの事業者に

対して、障害のある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何ら

かの対応を必要としているとの意思が伝えられたとき（※１）に、負担が重す

ぎない範囲で対応することを求めています。（※２） 

これを「合理的配慮の提供」といいます。 

 

※１ 言語（手話を含む。）、筆談、点字、拡大文字、実物を示すことや身振りなどのサイ
ンによる合図、触覚など様々な手段により意思が伝えられることをいいます。通訳や障害
のある人の家族、支援者、介助者、法定代理人など、障害のある人のコミュニケーション
を支援する人のサポートにより本人の意思が伝えられることも含まれます。 
 
※２ 現在は、事業者による合理的配慮の提供については「対応に努めること」とされて
いますが、令和６年４月１日からは義務となります（令和３年の改正法による）。 

＜聴覚・言語障害のある人＞ 聴覚障害のある人は、まったく聞こえなかったり、聞こえに

くかったりします。聴覚障害と言語障害の両方の障害のある人もいます。 

◆聴覚障害のある人との会話には、手話、筆談、口話（口の動きで話している内容を読みと

る）などの方法があります。どのような方法が良いか、確認しましょう。 

言語障害のある人へは、分かったふりをせず、紙などに書いてもらい、内容を確認しましょ

う。 
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１ 市役所で                               

＜差別と感じた事例＞ 

（１）今回のアンケートの実施も障害者への差別【精神障害】 

（２）子供は、キツ音で言葉のはじめの１文字を３～４回くり返してしまうことがよくあります。

「は、は、は、はじめにね～」などと話してしまいます。時期、場所等、覚えていないので

すが、私、子供、その人３人で話している時の事です。４０代位の男性が、子供がそのよう

に、つまって話をしていると、笑いながら真似して同じ言葉を言いました。母親である私も、

すぐ側にいるのにそういう人に対して驚き、私はその時は何も言えなかった事を覚えていま

す。子供はどう思ったのかは、わかりませんが、市役所、又は病院での会話だったようにも

記憶しています。後になって、「なぜ、平気でそういう言葉を悪気もなく笑って言えるのか！」

家に帰宅してから怒りがこみあげてきたのを覚えています。相手にキツ音の事を説明すれば

よかったと思いました。 

ただ、本当にそういうキツ音というものを知らない人だったのか？わかりませんが、そう

いう場面でも本人が強い気持ちをもって成長しなければいけないんだと強く思いました。【言

語障害】 

（３）障害者手帳が発行されて、色々な申請をしに役所などに行きますが、そのたびに「なぜこ

の申請がある事を知ったんですか？」と聞かれると「役所側はあまり知られたくない申請な

のかな？」と思う事が何度もありました。手帳が発行されて、その時に教えてくれるものと

教えてもらえなかったものがあり、教えてもらえてないものを周りのママさん達から聞いて

行くと言われる事が多かったです。申請したらダメなのかな？？と思ってしまいました・・・。

【肢体不自由】 

（４）選挙の投票や市役所での行政手続き等の際、本人（知的・精神障がいを持った方）確認の

目的で手帳や健康保険証の提示を求められることがあった。（本人確認の方法によっては、本

人に大きな精神的な負担があったとの事）【知的障害、精神障害・R5.5 追加】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）障害福祉サービス受給者証の申請に行った折、福祉課の受付の女性、とっても親切に教え

て頂き、とてもありがたく嬉しく思いました。【肢体不自由】 

（２）保健福祉センターで、ウォーキングでとてもやさしく説明してくれました。【知的障害】 

（３）障害判定や手帳を受けとるまでの相談や手順をとてもやさしく、丁寧に対応していただき

ました。又、家族に対しても本当に親密になって話しを聞いて下さり、長年抱えていた苦労

や辛さを理解していただき、心から嬉しく安心感を持つことができました。【知的障害】 

（４）２か月前、市役所障害福祉課窓口に高速道路通行料金の割引申請に行ったとき、親切な対

応して頂き、感謝しています。【知的障害】 
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（５）今回、児童通所施設にお世話になるために保健福祉センターへ面接に行った時・・・・ 

障害を持ったとしても上の子達と変わらず、がむしゃらに育児をしてきて、そんな毎日が当

り前で主人や身内の親達もそれが当たり前と思う毎日を過ごしてた時に面接に行き、この子

が生まれてから今にいたるまで話し終わった時にセンターの方から「お母さん、今まで頑張

ってきたね！！」、「なかなかできそうでできない事なのよ・・・、これからはお母さんの自

分の時間も作らなきゃダメよ！！」と言われた時は、不思議と心も体も軽くなった気がしま

した。すごく嬉しかったですよ。自分に自信も持てました。ありがとうございます。【肢体不

自由】 

（６）職員採用試験において、面接試験時に手話通訳、または筆談対応をしてほしいとの相談に

対して、筆記試験は個室対応とし、試験内容の説明等に筆談を交えた。また、個別面接にお

いては、筆談器の持参を認め、筆談対応をするとともに、グループワークでは、他の受験者

が発言するときには挙手するようにした。【聴覚障害・H30.8追加】 

（７）歩行困難者のためのシルバーカートの設置の相談に対して、１階西側玄関にシルバーカー

ト１台を設置した。【不明・H30.8 追加】 

（８）障害者駐車場の利用ルールや歩きスマホの禁止など周知を図るべきとの相談に対して、庁

内放送を実施することとした。また、障害者や妊婦、お年寄りなどが利用可能な「思いやり

駐車場」の使用に関して、庁内放送のみならず、適正利用に関する文書及び貼紙を庁内全部

署に配布した。【不明・H30.8 追加】 

（９）耳の不自由な方に対して、筆談の対応をした。【聴覚障害・H30.8追加】 

（10）乳幼児健康診査や子育てサークルの取り組みの場に手話通訳者を派遣したことにより、聴

覚障害のある母親に気兼ねなく参加していいただき、取り組みの情報交換ができた。【聴覚障

害・H30.8追加】 

（11）聴覚障害のある保護者からの小児救急でんわ相談＃8000 について、ＦＡＸでの対応を

してもらえないかの問い合わせに対して、見て判断できる情報としてのスマホアプリ「Ｑ助」

「こどもの救急」を紹介した。【聴覚障害・H30.8 追加】 

（12）その他の合理的配慮に関して庁内で情報共有していく内容【H30.8 追加】 

①視覚に障害がある方に対して、名刺の文字を大きくしたり、点字を入れる。 

   ②印刷物やパンフレットなどにＱＲコードを付けて、音声案内等につながるようなサービ

スの検討。 

   ③色の組み合わせによって、見えにくいものや読みにくいものがあることから、色に配慮

したカラーユニバーサルデザインの検討。 

   ④各施設に配置している車椅子のブレーキやタイヤの空気など、利用者が安心して 

利用できるよう定期的に確認する。 

   ⑤窓口などのカウンターへの杖ホルダーの設置箇所の増。 

 

 

 

＜視覚障害のある人＞ まったく見えなかったり、見えにくかったりします。 

◆周りの状況が分からないので、こちらから声をかけましょう。 

◆「こちら」、「これ」などの指示語ではなく、具体的に説明しましょう。 
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２ 障害福祉サービス事業所で                     

＜差別と感じた事例＞ 

（なし） 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）半年程前、就労継続支援事業所Ｂ型に通所していた折、職員の方々があたかも健常者のよ

うに接してくれたのが嬉しかった。その際は全く差別している事は感じなかった。【精神障害】 

（２）相談支援事業所の相談支援員の対応が、親切でわかりやすく優しいです。自分は、就労継

続支援事業所Ｂ型に通ってるんですが、とてもみんないい人で仕事も楽しいです。人間関係

もいいです。【知的障害】 

（３）事業所に通うようになり、先生方には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。障害者本人が

こんなにも笑顔で過ごせるのも先生方やボランティアの方々の支援があるからこそです。【知

的障害】 

 

３ 商業施設等で（スーパー、デパート、飲食店など）             

＜差別と感じた事例＞ 

（１）買い物へ行った時、若い母親が上から下まで、じろじろと見られたこと。そしてコソコソ

と子供に教えている様子。その子供もじろじろ見ていたこと。【肢体不自由】 

（２）視覚障害者です。夜のスーパーへ買い物に行きました。アルバイト風の方に物はどこにあ

りますかと聞いたところ、この忙しいのにとブツブツ言いながら対応。価格を聞いたところ

又、ブツブツ。そして他の人に聞いても又、ブツブツ。夜に視覚障害者がひとりで買い物に

なんかと言われました。そのスーパーには二度と行かないと思いました。【視覚障害、肢体不

自由】 

（３）外食をすると、お店の方の応対は良いが、他のお客さんの目が、混んでいる時にささる。

【肢体不自由、精神障害】 

（４）１５年程前、精神障害者専門のアパートに住んでいた頃、アパートの近くのスーパーで店

員２名から蔑視された経験がある。私の方を見ながら軽蔑するような表情でヒソヒソ２人で

話していた。【精神障害】 

（５）１０年前、事業所の行事のとき、温泉入浴の際、筋緊張性ジストロフィーという病気があ

り、足が極端に短い自分の方を見ておばさんたちが、ひそひそ話をしていた。【知的障害、難

病】 

（６）デパートかスーパーの駐車場で障害者マークの駐車スペースに障害者ステッカーを貼って

いない車が停まっていて、使用できず、歩行の困難な利用者様に迷惑をかけてしまった。【不

明】 
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（７）買い物や食事をしている際、まわりの目が冷たく、一歩引いた感じで見られることがあり

ました。【知的障害】 

（８）スーパーなどでのトイレが使いにくいです。うんちをかえる場所がありません。体が大き

くなりとても不便です。【肢体不自由、知的障害、発達障害、言語障害】 

（９）行きなれたスーパーなどでも、機嫌が悪いとグズグズの姿を見た５０代位の夫婦にものす

ごい白い目で見られた事が有ります。５０代なら孫が居たりする年齢かと思うのですが、見

た目で分らない障害の子も居るので、ただのわがままで無い事も分かって欲しいと思いまし

た。【発達障害】 

（１０）商業施設において、閉店時間を過ぎて買い物をしていたことに対して、職員から一方的

に「出入り禁止」と言われた。【精神障害・R5.5 追加】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）ある飲食チェーン店で、昼食時、お客も多かったが、大きな声を出してしまう方や多動の

方もいて、どうしようかと思った時、すぐ「個室を用意できますよ」と、店の奥に案内して

いただいた。【知的障害】 

（２）スーパーで、ゆっくり車イスを動かしている時、私より年上の方（男女）が「押してあげ

ますよ」と言ってくれた。車イスでは届かない棚のリンゴを取りたい時、主婦の方が「どの

リンゴがいいですか？」と５個、目の前に並べて「選んで下さい」と「これはどうですか？」

と対応してくれ、また棚に戻してくれた。申し訳ないです。会計の時、財布からお金を出し

てもらい、レシート等もお釣りも入れてもらったりします。時間がかかると後に並んでいる

方に迷惑がかかるので。皆、とても親切にしてくれて、ありがたいです。【肢体不自由】 

（３）パーキンソン病のため行動がスムーズでない人が喫茶店で言葉が通じなく時間がかかって

メニューの注文をしたが、その店のママさんは根気よく対話をし、相手の注文を聞き出して

いた。【難病】 

（４）演劇の公演チケットを購入の時に難聴のため前の席を希望したところ空きがなく２階の端

の席になってしまいました。補聴器にＦＭ受信機能があると話すと技術の方を呼んで下さり、

方法を考えてくれました。結局、車椅子用の席はあっても他の障害者には対応が出来ないと

のことでしたが、何とかならないかと考えてくれました。心ある対応に嬉しかったです。金

額の割引よりも少し席を優先するなど、皆が楽しめるシステムをお願いします。【聴覚障害】 

（５）大型小売店で、車椅子の方の買い物を「手伝いますよ」と言って、一緒に買い物をしてい

た。【肢体不自由】 

（６）菓子製造工場での体験コーナーの担当の方の対応【言語障害】 

（７）複数の店舗が集まるショッピング施設内において、店舗から非常に遠い場所に身障者用駐

車場が配置されており不便だとの相談に対して、テナント店の経営者を通じて、施設の所有

者に設置を働きかけたところ、新たな身障者駐車場が設置された。【身体障害・H30.8 追加】 



7 

 

（８）ある飲食店で、車椅子の方と行ったとき、従業員の方 2、3 人がすぐ出てきて段差のお手

伝いをしてくれ、個室の部屋へと配慮をしてくれた。そのことから今も利用するようになり、

障害の方にもお勧めしている。その後、スロープがつけられ、トイレに手すりも設置され感

謝した。【不明・R5.5 追加】 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 交通機関で                            

＜差別と感じた事例＞ 

（１）民間のバスでステップの位置が高く、かなり乗りづらそうにしていた。その際、運転手が

なんの介助も行なわなかった。【肢体不自由】 

（２）知的障害者が家庭から居なくなったとの知らせが入り、職員も駅周辺等、協力し探したが、

結果タクシーで釧路まで行ってしまっていた。「釧路」と言っただけで細かい住所も尋ねず、

少し話をすれば分かると思われるが運転手の悪意も感じられました。（家庭ではタクシー代も

支払った）本来なら保護していただきたい。【知的障害】 

（３）地下鉄内にてパニックの様な状態になり、奇声を挙げながら歩き回っている障害のある方

に対し、陰口や冷ややかに笑う人が多く居たことに腹が立ちました。【知的障害】 

（４）７～８年前、事業所へバス通勤をしているとき、一緒に乗り合わせた高校生が自分の方を

見て、友達とひそひそ話をしている。「相撲取りみたい」と言っている声が聞こえた。【知的

障害】 

（５）列車で移動中トイレを使用したとき、左半身の麻痺により動作が非常に遅いため、トイレ

の利用が終わるまで相当の時間がかかってしまうのだが、トイレを出た後、順番を待ってい

た男性がトイレのドアを蹴った。【肢体不自由】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）ハイヤーが視覚障害者（杖使用）の方や、肢体不自由（車椅子使用）の方を乗車させて来

た際に、ハイヤーを正面玄関前で停車させ、お客様を介助しながら市役所玄関入口～総合案

内までご案内していただけているので、その後、総合案内の職員が速やかかつ安全にお客様

が市役所での手続き等に各課に向かえるように対応できている状況です。 

総合案内職員だけでの対応が難しい場合には、お客様の用件先の課に連絡し、職員に誘導・

介助等お願いすることで連携して対応できていると思います。【視覚障害、肢体不自由】 

 

＜難病の人＞ 難病とは、原因がわからず、治療がとても難しく、長期にわたり生活する上

で配慮が必要な病気です。日によって症状が変化したり、外見からは分かりづらいなどの特

徴があります。 

◆体調に応じて、対応してほしいことを本人に確認しながら、負担をかけない対応を心がけ

ましょう。 
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（２）３～４年くらい前の出来事ですが、バスの運転手から、帯広市役所代表電話に電話があり、

「今から全盲の人が市役所前のバス停で降りるからあと５分で行くから迎えに来てほしい」

と連絡があり、すぐに電話は切れてしまった。その電話連絡を受け、すぐに総合案内（電話

交換室）の職員が市役所前の停留所に行き、バスの到着を待ち全盲のお客様を迎えることが

できた。バス停から市役所まで、お客様に腕を掴んでもらい、市役所まで歩いて誘導しまし

た。バス会社の情報提供による全盲の方への配慮の一例かと思います。 

余談ですが、その全盲の方は釧路市から帯広市に転入して来られた方だったそうです。 

その方がこの出来事を帯広市議会議員の方に話し、それが後に帯広市議会で話がでました。

この対応がよかったと、対応した総合案内職員に対してもお褒めの言葉をいただいたとのこ

とです。【視覚障害】 

（３）バスから降りる時、ゆっくりなのですが、待って頂いた。【肢体不自由】 

（４）視覚障害者が単独で帯広から札幌へ出張した時に鉄道職員が駅入口から～列車の座席まで

誘導してくれました。到着した際も列車からタクシー乗り場まで誘導してくれました。特に

依頼していなかったけれど、切符購入の時からだと思います。又、帰りの際も同じくヘルパ

ーをして下さいました。とてもありがたく思います。【視覚障害】 

（５）バスに乗った時、座れるスペースをあけてくれた。（ご年配の女性）【精神障害】 

（６）鉄道を利用した際、車椅子の利用者様がおり、出発まであまり時間がない中、「ゆっくりで

いいですよ」と声を掛けられながらスロープを用意して頂きました。降りる駅にも事前に連

絡されており、スロープを用意し待っていて下さり、帰る際も同じようにして頂いた事。【知

的障害】 

 

 

 

 

 

 

 

５ 病院で                                  

＜差別と感じた事例＞ 

（１）子供が１歳を過ぎた頃、言葉が出てこないことに不安を覚え、総合病院の小児科を訪れ、

どうしたらよいのか相談したところ、「しゃべれるようになる薬はないです」と言われ、衝撃

を受けました。そんな事はわかっています。相談する場所を教えて欲しかった。【知的障害、

発達障害】 

（２）自閉症のわが子を歯医者に連れて行き、とてもいやな思いをした事があります。歯科には、

障がいのある方、受け入れ可能のマークをつけてほしいです。【知的障害、発達障害】 

 

 

＜肢体不自由のある人＞ 杖や松葉杖を使用したり、義足を使用したり、車いすを使用した

りします。また、病気や事故で脳が損傷を受けた人の中には、言葉の不自由さや記憶力の低

下、感情の不安定さなどがある人もいます。 

◆車いすを使用している人には、かがむなどして同じ目線で話すようにしましょう。 
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＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）病院で患者を呼び出す際に耳に障害をある方を覚えていてその方を呼ぶ際には近くまで行

き、ジェスチャーを含めて呼んでいた。【聴覚障害】 

（２）施設入所の利用者さんと、町内の病院へ行った際に、利用者さんは病院内でも大きな声を

出し、落ち着かない状況が続いていましたが、お医者さんや看護師さんが障害のことを理解

してくれていたため、上手く対応しスムーズに診察を受けることができた。【知的障害】 

（３）休日に病院にかかったりすると、いつもの行きなれた場所でなかったり、体調が悪いのも

有り機嫌が悪い事が多いのですが、病状によって検査などしなければいけなくなり、パニッ

クをおこす事が有る事を伝えると、検査後など人の少ない場所を用意して下さり、子供が落

ちつくまで部屋を貸してくれた事は本当に助かりました。病院には体調のすぐれない人達ば

かりで子供が泣いたりするだけでもイヤな顔したりされるので、休日での病院がイヤでした

が少しの配慮で気持ちが楽になりました。【発達障害】 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学校・保育所で                        

＜差別と感じた事例＞ 

（１）運動する時でも出来るか出来ないか聞かないでお休みして下さいと、いつも先生に言われ

た事。【肢体不自由】 

（２）小中学校の時「いじめにあったこと」、「ズボンをおろされたこと」、「バカにされたこと」、

「自転車をパンクされたこと」今でも嫌な思い出である。【知的障害】 

（３）娘が通所する保育所のお遊戯会を家族で観覧したい（病気のためトイレを使用する必要が

ある）と保育所に相談をしたところ、遊戯中のトイレを我慢するよう言われた。また、あら

かじめ通路を開けておくなどの対応を希望するも叶わず、トイレに行くには屋外に出る、段

差（すのこの上）を歩くことが必要な経路を示された。 → 相談窓口に相談し、改めて保

育所との話し合いを行った末、トイレに向かう通路の確保の配慮がされ、お遊戯会を家族で

観覧することができた。【末期がん、車椅子使用、おむつ着用・R5.5 追加】 

（４）特別支援教育を受けている児童としてバカにされやすい。実際に、“〇〇くんは〇〇教育な

んでしょう？バカなの？”とからかわれたり、身体の動きのぎこちなさ等をマネされからか

われたり、聴覚過敏に使用する道具を勝手にさわられる等いじめにつながりかねない事があ

った。子ども達同士の中で差別的発言があっても本人は説明できなかったり、記憶があいま

いになったりして困る事が多い。【不明・R5.5 追加】 

＜発達障害のある人＞ 人との関係づくりやコミュニケーションが苦手ですが、優れた能力

が発揮されている場合もあり、周りから理解されにくい障害です。 

◆あいまいな表現は苦手なので、具体的な表現で伝えましょう。 

◆図や文字で視覚的に説明すると、より分かりやすいです。 

◆苦手な環境で、長く話をしていると、パニックになってしまうことがあるので、休憩をと

るようにしましょう。 
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＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）修学旅行の時、家族に反対されていた時、クラスの人達が家に来て、みんなでお世話する

から旅行に行かせてほしいと私の親にお願いしていたことを後で知りました。私も迷惑にな

るので欠席するつもりでいたけど同級生のおかげで一生に一度の学生で最後の修学旅行。 

本当に楽しい思い出になりました。【肢体不自由】 

（２）障害福祉イベントの農業体験での高校生は、とても親切で子ども達にあたたかく接してく

れます。【言語障害】 

（３）障害福祉イベントの農業体験での高校生ボランティアの方々【言語障害】 

 

７ 住んでいる地域で                       

＜差別と感じた事例＞ 

（１）子に障害あり。感情をコントロールできなくなると、走り回ったり、大声を出したりする。 

家主や近隣とのトラブルを未然に防ぐため、民間借家に住む前に予め事情を話すが、家主に

入居を断れることがある。住んでも、騒音で迷惑をかけ、転居をしなくてはいけない状況に

なる。下の階への騒音を防ごうと、防音材を床全体に貼ったこともあった。いつ近隣といざ

こざになって、転居しなければいけなくなるか、常に不安がつきまとっている。【発達障害】 

（２）障がいを持っていることへの理解がない大家さんが多すぎる。障害者手帳を所持している

と言っただけで（あるいは身分証明書に手帳のコピーを貼付しただけで）すぐにお断りの連

絡がくる。【不明・R5.5追加】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）地域の子どもたちや大人がすれ違う障がい者の方に声を掛けたり、挨拶を積極的に行う姿

をよく見ます。【知的障害】 

（２）地域でも、会社でもデイサービスでも良く理解してくださり、支援していただき、ありが

たく感じます。【知的障害、精神障害】 

（３）町内を利用者様とウォーキングしている時、利用者様の挨拶を町内の方々はいつも笑顔で

返してくれるので見ていて気持ちが良いです。【不明】 

 

 

 

 

 

８ 行事などで                            

＜差別と感じた事例＞ 

（１）運動会で本人の力ではなく、支援者が全て行ってしまっていた。（パン食い競争で、「取り

易くする」ではなく、「取ってあげる」になっていた。）【不明】 

＜精神障害のある人＞ 様々な精神疾患により、日常生活や社会生活のしづらさを抱えてい

ます。大半の方は、適切な治療・服薬と、周囲の配慮があれば、安心して生活を送れます。 

◆不安を感じさせないよう、穏やかに対応しましょう。 



11 

 

（２）私は差別を特別感じませんが、障害者の集まりなどで外側には異常ありませんので、どう

して参加しているのか聞かれる事があります。説明するが障害者（内部者）と見られません。

【内部障害】 

（３）父が死亡した際に葬儀等に参列できないことなどを理由に親族に連絡をしないよう強制さ

れた。相続に当っては、現預金は母が、不動産は弟がそれぞれ一人占めしようとした。不動

産については民事訴訟を起こして共有物の分割を行えたが、現預金、約３００万円はそのま

ま母が流用した模様。【肢体不自由、内部障害】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

 （なし） 

 

 

 

 

 

 

９ その他                                    

＜差別と感じた事例＞ 

（１）場所の問題ではなく、人として障害に対する認識の問題。近寄りたくないような、汚いも

のをみるような視線。下に見ている。支援者はもちろん感じる。利用者も敏感に感じ取るこ

とができる方もいる。その心の傷は計り知れない。【知的障害】 

（２）駐車場に車を停める時、他の人が使っていて止められない。【肢体不自由】 

（３）認知障害の進んだ人に対し、本人がいるのにカゲでひそひそ話をしている。行動に遅れが

あると、命令口調のきつい言葉でなじる。【肢体不自由、知的障害、精神障害、難病】 

（４）障害を持っている方をジロジロみている事がよくある。偏見等がまだ社会に多くあると支

援をしていると感じることがある。【知的障害】 

（５）今までの経験から、「利用者を引率しての買い物や外出の際には、周りの人から特別な目で

見られることが多かった」。極端な差別になることは少ないですが、障がいのある人は特別（普

通ではない）と言う目で見られる偏見は多いと感じています。【知的障害】 

（６）知的障害のある者に対し、きつい言葉で説明等をする。【知的障害】 

（７）偏見の目で見られるので一方的に攻撃されたり、決めつけられて話が出来ない時がある。

【精神障害・R5.5 追加】 

 

＜合理的な配慮の事例＞ 

（１）障害者としての対応ではなく、健常者と区別のない中での心ある温かい対応。【知的障害】 

＜内部障害のある人＞ 心臓や腎臓など、内蔵機能の障害がある人です。疲れがたまりやす

いなどの特性があります。 

◆障害の状況が外見からは分かりにくい不便さを抱えていることを理解し、できるだけ負担

をかけない対応を心がけましょう。 
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（２）若い頃、５歳位の子供たち４～５人が「おばちゃん、頑張ってね」と言われた事が、すご

く嬉しかったです。【肢体不自由】 

（３）障害内容を知った人も知らない人も、とても気さくで、明るく話しかけてくれたり、ドア

や車イスを押してくれた。【肢体不自由、精神障害】 

（４）商品の購入発覚後に、本人を連れて相談機関に出向き、事情を説明したところ、相談員の

方が親切に対応して頂き、すぐに相手方に電話をして事情を説明してもらいお蔭様で無事に

契約の解除となりました。この間、迅速に適切な対応をして頂き、感謝したところです。 

＊息子は知的障害者ですが、知識もあり好奇心も旺盛で、日常的に一人自転車で、スポーツ

観戦・映画鑑賞・イベント見学・買い物などに出かけることが多く、良いことであると思っ

ていますが、親としては帰ってくるまでは心配で「差別の解消」の取り組みには期待してお

ります。【知的障害】 

 

 

 

 

 

 

 

 

より詳しく知っていただくために 

ふれあい市政講座「わたしたちができる障害のある人への配慮」（帯広市） 

市職員が、企業や町内会といった団体にお伺いし、障害者差別解消法

の概要の説明などを行います。 

https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/kenko/fukushi/ 

shogai/1014084.html 

 

障害者の差別解消に向けた理解促進ポータルサイト（内閣府） 

企業や店舗などの事業者等が障害のある人に対して行うこととされる

「合理的配慮の提供」や「不当な差別的取扱いの禁止」などについて理

解していただくために、内閣府が開設したサイトです。 

https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp/ 

 

このほか、帯広市ホームページ（障害者差別解消法）では、北海道作成

の資料や、内閣府ホームページ（法の概要、「合理的配慮等具体例データ集 

合理的配慮サーチ」などが掲載）のリンクを掲載しています。 

https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/kenko/fukushi/ 

shogai/1004956.html 

＜知的障害のある人＞ 知的機能の障害があり、障害の程度、必要な支援内容は様々です。

慣れていたり、毎日同じ内容だったり、決まっていることは見通しがつくので、問題なく行

動できます。 

◆資料は、漢字にふりがなを振り、具体的な短い文章で、絵や図を使いましょう。 

◆話すときは、ゆっくりと、小さく区切って、丁寧に説明しましょう。 

◆子どもに話すような言葉づかいはせずに、その人の年齢にふさわしい対応をしましょう。 


